
移動局の 50 周年記念
JA3AA  島 伊三治
移動するアマチュア局が許可になったのが昭和 30 年 (1955 年 ) で、今年は丁度 50 年を

迎えますので、その思い出 ( 失敗談 ) です。私は昭和 30 年 4 月 25 日に移動局の免許を受

けていますが、これが日本における最初の移動局でした。コールサインは JA3RL、移動範

囲は、陸上・海上・上空、周波数は A1/A3、3.5/7MHz、空中線電力 0.5W、終段真空管

3Q5GT、VFO は無く水晶発振のみ、受信機は 0-V-1 で、電源は乾電池でした。

何故 JA3RL かといいますと、この移動局の許可された当初は固定局と移動局は別のコール

サインが指定さていましたので、移動局のコールサインが JA3RL となったのです。

4 月 25 日に新設検査合格、この無線機をリユックに詰め込み担いで、28 日の夜行列車に

乗り込み 5 月の連休に北アルプスの栂池ー白馬ー蓮華温泉と 2000m の山を越えての運用

を試みました。結果は残念ながら1局もQSO出来ませんでした。

記憶に残っているのは、乾電池特に 67.5V の B 電池 ( 予備を含

めて 3 個 ) が無線機本体より大きく重たかったこと、栂池の山

小屋で朝目覚めたら吹雪のため前夜張ったアンテナのビニール

線が直径 2~3cm に太くなっていたこと。栂池から蓮華温泉へは

2000m の白馬乗鞍を越えねばなりませんが、ここで最後尾にお

られたリーダの JA3BD 小野さん ( 故人 ) が表層雪崩に巻き込ま

れ、あれよあれよと言う間に 100m ばかり流されましたが、自

力で這い上がってこられ流石ベテランと感心しました。私だっ

たらどうなっていたか、初めての雪崩体験でした。蓮華温泉では、深夜遭難者の救助に向

かうというハプニングがあり、朝まで掛かりましたが無事救助しました。大変でしたが当

時は若く元気がありました。足を複雑骨折した重傷者の救援要請をこの移動局で行うべく

一生懸命電波を出すもまったく応答なく気ばかり焦ったことを覚えています。当時の蓮華

温泉 ( 標高 1480m) は電気も、電話もなく、数 m の積雪で車は通れず、怪我人の搬送は、

麓の村落まで応援を頼みに行くのに 1 日、救援の村人が蓮華温泉まで上がってくるのに 1

日、やっと 3 日目に背負子で担がれ下山していきました。折角無線機を持ちながら、それ

を活用できなかった不甲斐なさは、言い様もなく残念で、ほろ苦い思い出として今も残っ

ています。

関ハム 2005 5 / 21 ～ 22
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関ハム 一期一会
JA3UB   三好 二郎

今年は当クラブが関西アマチュア無線の祭典(関

ハム ) に出展して三年目になる。大阪府電波適

正利用推進員協議会がこの催しの後援団体の一

つでもありメンバーの多くが電波適正利用推進

員でもあるので、会場に於いて電波の適正な利

用について周知啓発をすること、相談助言、電

波教室の開催それらに関連して特別局 8N3DNP

の運用などがある。

個人的には AM コーナーに昔使った手作りの無

線機を展示するのが恒例になっている。そして

楽しみの一つは様々な出会いがあることだ。一

昨年は、ここでの出会いがきっかけで中野さん、

宮本さんがメンバーに加わられた。今年はアチ

コチのブースで特別局や記念局が運用されると

いうことを聞いていたので 8N3DNP も単に交信

して広報用のカードを発行するだけでは能が無

いのでアマチュア無線の活性化と来場者の出会

いを支援する意図を持って次のような要旨で特

別局を開設運用したが PR 不足もあって成果が

あったとは言えないが、それなりの役目を果た

し評価もされているようだ。

携帯型無線機を有効に活用していますか ?  
多くの仲間が同じ会場に居ながら会えないこと

もありますが、お互いが携帯無線機を持ってい

れば出会いのチャンスが与えられます。会場へ

行く道中での待ち合わせや、一緒に会場へ来た

人達とバラバラに行動しても連絡がとれる状態で

すから「貴方を探している人がいるよ」「面白いも

のを見つけたからこっちのブースへ来ないか」と

かの交信ができます。そんな交信を

していますと又別の友人がブレーク

インしてきたりして、久し振りのめ

ぐり合いにつながったりします。但

し皆がバラバラの周波数をワッチし

ていても上記のような交信がスムー

スに出来ないことがありますので

催し会場に MC 局 ( 通信統制局 ) を

設けて呼び出しや交信の手助けをす

ることによって携帯無線機を有効に

活用することができます。今回は

8N3DNP がその任に当たっています

ので、432.420MHz で 8N3DNP/3 をコールくださ

い。

8N3DNP について
本アマチュア局は大阪府電波適正利用推進員協議

会がアマチュア無線や電波全般に関することを周

知啓発すると共に理解を深めてもらうための諸行

事の際に運用することを目的に開設したものです。

デイトンではレアな激安品をフリー・マーケット

で見つけて 2m でロール・コールする人、それが

欲しい人達でパイルアップになったりしたそうで

す hi hi。

私の会場での印象的な出会いは目の不自由な方が

お二人「UB さんは居ますか ?」と訊ねておられま

したよ、ということで心当たりがなかったが、そ

の後通路で「UBさんですか?」と声をかけられた。

目が不自由ながら「声としゃべり方で 30 数年

経た今でも判りましたよ」と言われ、お話を伺

うと 1973 年に大阪市立盲学

校で先生と生徒さんを対象に

アマチュア無線の講習会をし

たときの受講者でお一人は当

事先生で、別のお一人は生徒

であったとのこと、こちらの

方が詳細なことは忘れていた

のに「ハムの心」をしっかり

持ち続けておられることに感

動した。

もう一つは、その昔取引先の

営業所長であった人と話をし

ていたときに「ウチの嫁さんの弟もアマチュア

無線とやらをやってましたが今はアメリカに住

んでいて甥は英語のほうが達者で甥と話をして

も外国人みたいな感じですわ」その話の内容か

ら「もしかしたら大津さんやないですか ?」「ご

存知ですか ?」「知ってるどころか学生時代か

ら・・云々」その JA3MD 大津さんが 37 年間の

対米生活に終止符を打って帰国して無線を再開、

関ハムで

ばったり出会ったのである。

携帯型無線機を携行していたおかげで多くの人

との出会いがあったがカメラを持って行かな

かったので写真がない !!　デジカメも忘れない

ようにせねば・・。

Dayton 2005 May 20-22
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地上でアンテナを使用すると、大地のミラー効果で大地面を対称面としてア

ンテナの虚像が出来ます。そして、極性は実物の逆になります。この虚像ア

ンテナと実物アンテナとの合成電磁界が形成されます。

エレメントの長さを変えてアンテナの特性を変える
実際、作ってみると計算通りにな

りません。特に輻射器への給電部

はシミュレーションのときの条件

と異なってしまいます。表 1 の

A<B のアンテナは設計周波数にお

いて FB 比 ( 前方対後方比 ) はよ

いのですが、SWR 特性が若干ク

リティカルです。同じブーム長で

すが表 2 のアンテナは FB 比は少

しさがりますが、430MHz 帯の広い範囲で SWR の変化は緩やかです。

アンテナの製作
移動運用に便利なように作ってみました。

ブーム :  断面 18 × 18mm　長さ 300mm のヒノキの角材

エレメント :  8 φ× 1m のアルミパイプをパイプカッターで切断

取り付けにはブームに鬼目ナットを埋め込んで蝶ボルトまたはユリヤねじを

利用します。

輻射器は給電のため 2 分しますが、その保持には木製のダボを使いました。

給電部はコネクターを

使うより、同軸ケーブル直結のほうが特性を出

しやすいでしょう。ケーブル直結の場合でも輻

射器のエレメント長は片側で 1mm, 全長で 2mm ほど短くすると動作周波数

に合わせやすいです。

 試作アンテナの測定
指向性を測定しました。ベランダに小型ローテーターに 2m の木製ポールを

立ててアンテナをセットし 6m ほど離れたところに同じ 3 エレ八木を固定

し、100mW のハンディー機からの電波を受け、FCZ 研究所のキットで作っ

た 430MHz 電界強度計で測定しました。垂直アンテナとして使ったときと

水平アンテナとして使ったときの指向性をそれぞれ図 8 と図 9 に示します。

SWR は「アンテナアナライザー」と「SWR & Power Meter」で測定しました。

アンテナアナライザー 1.2(@430MHz) ~ 2.5(@440MHz) 緩やかに変化

SWR & Power Meter 1.7(@430MHz) ~ 1.9(@440MHz) 変化少ない

【 5 ページに続く】

ファミリー電波教室で電波実験をするために簡単な 3 エレ八木アンテナを製

作して利用していました。軽量、簡単なのでハイキングや旅行時の 430MHz

帯の運用に便利なように少し改良しました。

市販のアンテナは八木アンテナは多エレメントであるし、GP アンテナもかな

り長いのでバッグの中にポイと入れるわけにはいきません。

簡便化のポイント
< ポイント 1>

コンパクトにバッグに収まるようにブーム長を 30cm 程度としました。エレ

メントは430MHz帯は波長が約70cmで半波長エレメントは35cm程度です。

分解すればブーム、エレメントともに A4 縦方向のサイズです。バッグに容

易に収まります。

< ポイント 2>

半波長ダイポールアンテナは給電点インピーダンスが約70Ωなので同軸ケー

ブルとは整合性が良いのですが、3 エレメント八木は給電点インピーダンス

が 50 Ωよりだいぶ低くなるので整合回路となってきます。同じブーム長で

も輻射器と反射器の間隔を広く、輻射器と導波器の間を狭くして給電点イン

ピーダンスを上げることが出来ます。( 表 1 参照 )

今回はインピーダンスを 30 Ω以上に高めてマッチング部を省略し、同軸ケー

ブルに直結して簡単な構造にしました。

アンテナ・シミュレーションには JE3HHT/ 森氏 作のMMANA Ver.1.77 を使わせて頂きました。

アンテナの地上高さと垂直指向性
アンテナの地上高さによって垂直指向性

が変化する。

　　　　　　　　　

アンテナの俯角、仰角と垂直指向性
アンテナを仰角、俯角をつけて設置したときの垂直指向性を計算してみると、

垂直主ビームの打ち上げ角は俯角、仰角に関係なくアンテナの地上高さで決

まります。したがって、傾斜地にアンテナを設置すると下り坂方向には低い

打上げ角で、登り方向には高い打上げ角で電波が発射されます。

 433MHz用 簡単３エレメント八木アンテナ JA3AOP  杉山 曉

表 1  433MHz  3 エレ八木のインピーダンス

A>B A=B A<B
L0 (mm) 310 312 326
A (mm) 170 140 100
B(mm) 110 140 180
給電点 Z 16 Ω 22 Ω 33 Ω

SWR(50 Ω ) 3.2 2.2 1.5
A+B=280, L1=294, L2=342 (mm)

表 2   2 種類の 433MHz 3 エレ八木
タイプ 1 タイプ 2

特徴 FB 比良好 SWR 良好
L0 326 324
L1 294 290
L2 342 338
A 100 100
B 180 180

インピーダンス 33 Ω 37 Ω
SWR 1.5 1.36
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英国滞在中 1996 年 8 月の休暇に XYL と共にオランダ (PA) の

アムステルダムへ旅行した。その時期に八重洲無線の駐在員

としてアムステルダムに駐在しておられた PA3FHA 大保さん

には何かとお世話になったが、彼のシャックを訪問した際 PA/

GW0RTA/P のコールサインで運用させて頂き、14MHz で JA

の 3 局を含めて 13 局と QSO した。この運用も英国の免許に

CEPT の証明があるため、CEPT 加盟国であるオランダでの短期

間の運用は許可手続きを必要としなかった。アムステルダムで

は有名なゴッホの美術館 ( 現在、中之島の国立美術館でゴッホ

展が開かれている ) に出かけたが、大保さんには車でハーグに

ある通信博物館や美術館等にも案内してもらった。また、たま

たま日本からの視察旅行でアムステルダムに着かれたばかりの

JA7EWW 本田さんと JF7NSI 平山さんを大保さんと郊外のホテ

ルに訪ね、深夜までオランダのビールを飲みながらアイボール

QSO を楽しんだ。

一枚の写真から   JA3AER   荒川 泰蔵                                         PA/GW0RTAの巻

パソコンは趣味として成立するだろうかという

三十数年前の思いを懐かしがっている私ですがは

じめて仕事で 32 ビットのミニコンのプログラムを

アセンブラ言語を使って記述したことに端を発し

て以来マイクロコンピューターに始まり最近は若

者に負けずにパソコンをいじっています。去る 4

月 23 日にマイクロソフトから 64 ビット CPU 用

の OS( オペレーティングシステム )Windows XP 

Professional x64 Edition が発売されましたので、

早速この OS を購入して現有の 32 ビット CPU と比

較をしてみたいとチャレンジした結果をここにご

報告します。

この OS はタイトルの示すとお、64 ビット CPU 用

で対応する CPU は Athlon64 シリーズ あるいは 

EM64T シリーズです。従来のパソコンは 32 ビッ

トの CPU が主流ですが Athlon64 とどれくらいの

感じで勝負が出来るのかが最も気にかかるところ

でしょう。 比較すると言っても そう簡単に行くも

のではありません。といいますのはデバイスドラ

イバーひとつ簡単には入手出来ず OS を動かすだけ

でも一苦労でした。現時点でいまだにプリンター・

スキャナーは動いていません。 試作した 64 ビット

の Athlon64 を使用したパソコンは以下の様な構

成のものを手持ちの部品を最大限度流用して・・・

とは言ってもマザーボード、CPU、OS は購入しな

ければならなかったが・・・約 1 日の組み立てでハー

ドウェアとしては完成しました。

CPU  Athlon64 3500+(2.2GHz)
チップセット  nForce4
メモリー    1GByte ( 手持ち流用 )
HDD     80GByte( 手持ち流用 )
DVD ドライブ ( 手持ち流用 )
ビデオカード gForce 6600GT
この構成のパソコンと従来から使用している以下

の構成の 32 ビットパソコンを比較してみた。

 CPU インテル・ペンティアム 4  (3GHz)
 チップセット  インテル 865
 メモリー    1GByte
 HDD     160GByte
 ビデオカード  gForce FX5200

一般に処理速度は CPU クロックに比例しますの

で 多少のハードウェアの違いもありますが CPU ク

ロック 2.2GHz の 64 ビット機が クロック 3GHz の

32 ビット機とどれくらいの感じで競えるかが注目

点でしょう。

以下に GIGABYTE 社のマザーボード検証などにも

使用されている HDBENCH と言うハードウェアベ

ンチマークテストプログラム ( ハードウェアの性能

を数値で表現するプログラム ) を使用して比較して

みました。

64 ビット機の画面

 これは画面からもわかるように x64 Edition での計

測結果です。総合評価として ALL の得点がパソコ

ン全体のハードウェアとしての性能を表している。 

次に 32 ビット機での計測結果画面を示します。

画面はいずれも 1280 × 1024 × 32 ビットの

SXGA 対応にしている。

 32 ビット機の画面

 結果としては上記の構成による 2 台のパソコンは

計測結果画面からもわかるように ALL での総合評

価はほぼ互角の成績となりました。

 ただ、ここに使用した HDBENCH と言うプログラ

ムは 32 ビット用であり、x64 Edition が 32 ビット

と 64 ビットのプログラム両方に対してシームレス

で動くことから使用しましたが 元来 64ビット専用

の HDBENCH があればもう少し良い結果を得られ

たと思われます。 

 しかし現時点では 64ビットで動作するプログラム

( プログラムを自作するためのコンパイラーも含め

て ) もほとんど無く、OS のパッケージに入ってい

たユーティリティと DEMO プログラムだけが細々

と 64 ビットで動作しているのが現状でまだ先は長

いと思われます。

 とは言えこのような OS が出てきたことは 64 ビッ

トパソコン時代の幕開けであることには間違いな

く、32 ビットの資産を引き継いだ 64 ビットのプ

ログラムが出回って、更には 64 ビットになったこ

とによる広大なメモリー空間が使用出来るハード

ウェアが用意出来て始めてバス幅が広くなったこと

による実感を得られるのではないでしょうか。今回

は面白半分に x64 Edition にトライしてみましたが

比較した 2 機の感覚的な違いは感じられませんで

した。 この実験に関して元の職場の同僚などから多

くの支援･アドバイスを頂きパソコンが趣味と言え

る人達の支えられての結果となりました。

Windows XP Professional x64Edition にチャレンジ   JP3AZA  河田 至弘
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VK6XC Ben さんから、最近オーストラリアの西部

を襲った異常な嵐について便りを頂きました。彼の

お母さんの家の屋根が傷みフェンスが倒れたそうで

す。幸い体はどうもなかったがショックを受けられ

たとのこと、心からお見舞いを申し上げます。写真

を見ればそのすごさを感じます。Ben さんは自宅に

おられるときは Skype をいつもオンにされている

ようで、Ben さんがいなくても Tim 君が出てきま

すし、奥さんの声も後ろから聞こえます。Ben さん

のスカイプ名はコールサインと名前ですぐコンタク

ト先に追加できますので、皆さんからも情報発信や

お話をお願いします。なお来年の SEANET の時に

は一家で 2 週間日本に滞在される予定で、皆さん

とお会いするのを大変楽しみにされています。

On the 9th of June 2005, early in the morning  about 
5:30 AM, we were woken up by a loud thunder. I 

A letter from VK6XC
JE3BEQ   宮本 誠一

【 3 ページから続く】

One of our guest speakers
K4UEE  Bob Allphin

Bob Allphin has visited eighty two (82) DXCC 
entities and operated from forty two (42) entities.  

He has participated 
i n  t w e n t y - f i v e 
(25)  DXpedi t ions , 
including 5 involving 
" t o p  1 0 "  D X C C 
entities,  i .e.  Heard 
I s l a n d  ( V K 0 I R ) , 
B h u t a n  ( A 5 2 A ) , 
Kingman Reef (K5K), 
the South Sandwich 
Islands (VP8THU) and 
South Georgia Island 
(VP8GEO).
H e  h a s  b e e n  a n 

operator on 3 of the top 7 DXpeditions with the 
highest QSO totals. In addition, Bob has the honor 
of having participated in five "DXpeditions of the 
Year".  Bob and Ralph Fedor, K0IR, are currently trying 
to activate Peter I…. 3Y0X.  Current plans call for 
another attempt in early 2006.
Bob is also an active contester and has been involved 
in twenty-seven (27) contest DXpeditions.  Six (6) of 
these efforts resulted in new World Records.  Further 
evidence of this operating skill was his participation 
as a competitor in the 1996 and 2000 WRTC (the 
Amateur Radio Olympics of  Contesting).
K4UEE is a member of the ARRL DX Advisory 
Committee (DXAC) representing the Southeastern 
Division, and the CQ DX Hall of Fame.

for more details

http://ja3.net/apdxc/

decided to take a peek at the bedroom window. 
Flash! A lightning struck close by and followed by a 
loud thunder. At first, I thought it was only a normal 
thunderstorm. Noticed the trees were blowing and 
swinging with the wind. The wind was so strong 
that at one moment, I thought we going to loose the 
house roof. At 7:30 AM when there was daylight I 
decided to check my roof, wow I am lucky the roof 
tiles are ok. Then we lost electric power and with 
no electric, no TV and radio. I wish I got battery 
power radio handy and no mean to know what is 
happening. Later on we found lots of damaged near 
the coast. Where a school lost it's roof and flying 
debris and fallen trees has knock down power lines. 
10,000 homes lost electricity. Trial of damages to 
houses and insurance cost to about $25 million. My 
mother's house lost her roof tiles and she is shaken 
but ok. Luckily it was a freak storm with so fierce 
winds nobody was hurt. For so many years this is 
one of the biggest storm I have seen.
Ben VK6XC in Perth Western Australia.

Thank you very much for contributing a article to 
our News Letter Ben san.

（de　JE3BEQ）

November 18 - 20
at Osaka Int'l House by JI3ZAG


